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要介助高齢者の日常生活動作能力評価票の作成
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目的　要介助高齢者の日常生活動作能力評価票を作成することである。

方法　理論的妥当性および先行研究の結果に基づいて，日常生活動作を構成する7動作領域より

22のADL項目を選択し，施設に入所する60歳以上の寝たきり高齢者を除く要介助高齢者

466人に調査を実施した。調査票への回答は各施設の職員（看護婦，理学療法士，作業療法

士，ソーシャルワーカー）が行った。各項目の成就率，検者内・検者間信頼性（完全一致

率），尺度の一次元性，成就率の性差・年代差を検討し，有効な17項目からなるADL指標

を作成した。ADL指標の信頼性（検者内・検者間信頼性，Cronbachのα係数），尺度の一

次元性（Guttmanの再現性係数：CR，尺度化係数：CS），ADL得点の加齢変化および細川

の拡大ADL指標の得点に基づく妥当性の検討を行った。また，ADL得点の健康度・体力

に関する自己評価のカテゴリ群間差を検討した。

成績　1.　本研究で作成したADL指標の信頼性は高く（検者内信頼性：r＝0.996，検者間信頼

性：r＝O.94O），内的整合性に関してもα係数＝0.926の高い値を示した。

　2.　ADL指標におけるGuttmanの再現性係数（CR）は0.939の高い値を示した（CS＝

0.691）。

　3.　ADL指標における妥当性を検討した結果，ADL得点は加齢に伴い低下し，細川の拡

大ADL指標をもとに算出したADL得点とも高い相関（0.939）を示した。

　4.　ADL得点と健康度および体力に関する自己評価との関係を検討した結果，ADL得点

の高い者は自己評価も高い傾向にあった。

結論　17項目からなる要介助高齢者の日常生活動作能力評価票が作成され，信頼性，尺度の一次

元性および妥当性が保証された。

Key words : 要介助高齢者，日常生活動作能力，一次元性，妥当性，信頼性




















	46_01_0025.pdf
	page1




